
早稲田大学スポーツ科学学術院 グローバルCOE

ミニシンポジウム 「傷害予防セミナー」
この度、早稲田大学スポーツ科学学術院グローバルCOE・ミニシンポジウム「傷害予防セミナー」

を開催することとなりました。Kathrin Steffen先生（ノルウェー）とGregory Myer先生（アメリカ）の両

名をお招きしております。

ご多忙中のことと存じますが、お繰り合わせの上、ご参加くださいますようお願いいたします。

１．日時：平成24年2月26日（日） 13:30～18:00

２．場所：早稲田大学早稲田キャンパス 26号館502教室

〒169-8050新宿区西早稲田1-6-1 (http://www.waseda.jp/jp/campus/waseda.html)

３．定員：50名程度

４．参加費：無料

５．申込方法：下記担当までメールにてお申込みください。

担当：佐保泰明（早稲田大学スポーツ科学学術院）
電話/FAX：04-2947-6853 メール：y.saho@aoni.waseda.jp

世話人： 早稲田大学スポーツ科学学術院 教授 福林 徹

1. 「サッカーにおける傷害予防」

中堀 千香子 （JFAメディカルセンター）

2. 「男子大学サッカー選手に対する傷害予防」

佐保 泰明 （早稲田大学）

3. 「グロインペイン症候群の予防」

仁賀 定雄 （川久保病院）

4. 「バスケットボール女子日本リーグ機構（WJBL）における下肢外傷予防の方策」

三木 英之 （平塚共済病院）

5. 「Prevention of ACL injuries in female team sport athletes 

- Identifying the athlete at risk」

Dr. Kathrin Steffen (Oslo Sports Trauma Research Center, Norway）

6. 「WHO, WHAT, WHEN, WHERE of Knee Injury in Young Athletes: 

HOW we prevent it.」

Dr. Gregory D. Myer （Cincinnati Children’s Hospital Medical Center, USA）

7. 「前十字靱帯損傷の発生要因と予防」

津田 英一 （弘前大学）

8. 「A new hypothesis for ACL injury mechanisms

-based on video analysis using model-based image-matching technique-」

古賀 英之 （東京医科歯科大学）

プログラム

http://www.waseda.jp/jp/campus/waseda.html


プログラム

早稲田大学スポーツ科学学術院
グローバルCOEプログラム
「アクティヴ・ライフを創出するスポーツ科学」

 開会のご挨拶 13:30～13:35

 講演Ⅰ 13:35～15:35

1. サッカーにおける傷害予防

中堀 千香子 （JFAメディカルセンター）

2. 男子大学サッカー選手に対する傷害予防

佐保 泰明 （早稲田大学）

3. グロインペイン症候群の予防

仁賀 定雄 （川久保病院）

4. バスケットボール女子日本リーグ機構（WJBL）における下肢外傷予防の方策

三木 英之 （平塚共済病院）

 特別セッション 15:45～16:55

1. Prevention of ACL injuries in female team sport athletes 

- Identifying the athlete at risk

Dr. Kathrin Steffen (Oslo Sports Trauma Research Center, Norway) 

2. WHO, WHAT, WHEN, WHERE of Knee Injury in Young Athletes: 

HOW we prevent it.

Dr. Gregory D. Myer （Cincinnati Children’s Hospital Medical Center）

 講演Ⅱ 16:55～17:55

1. 前十字靱帯損傷の発生要因と予防

津田 英一 （弘前大学）

2. A new hypothesis for ACL injury mechanisms

-based on video analysis using model-based image-matching technique-

古賀 英之 （東京医科歯科大学）

 閉会のご挨拶 17:55～18:00

福林 徹（早稲田大学スポーツ科学学術院）


